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No.１貧困をなくそう
構成の例を参考にスライドを作成してください。

この項目を選んだ理由
・世界には６人に一人の子供が極度に貧しい生
活をしていることを知り自分と同じ世代が苦しい
生活をしていることを知りなにか力になれないか
と思ったから



そもそも貧困とは

国際的な貧困ラインは

一人あたり一日１．９ドル

　　　　　　　（２００円）以下

で生活する層と設定されている



世界の貧困状況の変化

中国の経済発展で東アジア・太平洋諸国の貧困者数は６０％から．３．５％まで減少した

サハラ以南のアフリカ地域でも５４％から４１％まで減少した

しかしアフリカ地域では人口が増え続けているため貧困の人々は一億３０００万人も増えている



日本の貧困状況と日本が行っている貧困問題に対する対
策

今の日本は７人に一人が貧困で

ある

その多くが…

・ひとり親家庭が原因だそう



日本政府が行っている対策

1．子供の未来応援基金

企業や個人から広く寄付を募り、公募・審査・選定した支援団体の運営資金として提供

2．企業とNPO等とのマッチング

CSRやSDGsに取り組む企業とNPO等団体の支援のニーズをマッチングさせ幅広く子供の貧困対策を

実施

3．子供の未来応援フォーラムをはじめとした広報活動

子どもの貧困について多くの人に知ってもらい支援の輪を広げる

その他授業料免除など教育支援も行っている



問題解決のために自分達ができること

・ボランティア団体がやっているような募金活動に協力する

・自分たちに身近のもの（文房具、服、靴など）身の回りには寄付で

きるものがたくさんあるので寄付してみるのも一つの手

・実際に貧困現場に行って深刻な状況を感じ周りの人たちにも貧困

問題のかいけつのために協力してもらう



同じように生まれてきた人間が
生まれた場所、環境によって苦し
い生活を強いられるこの現状は
とても不平等であり残酷なもので
ある
小さな行動が問題解決につなが
ることを信じて自分たちができる
ことをやっていきたい


